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132

〔
最
　
高
　
裁
　
民
　
訴
　
事
　
例
　
研
　
究
　
二
九
四
〕

昭
二
九
2
（
畷
騙
誤
僚
舩
蜷
）

　
本
案
の
裁
判
に
対
す
る
上
訴
と
と
も
に
な
さ
れ
た
訴
訟
費
用
の
裁
判
に

対
す
る
不
服
申
立
の
適
否

家
屋
明
渡
請
求
事
件
（
昭
二
九
・

・
二
八
第
一
小
法
廷
判
決
）



判例研究

Y
（
被
告
・
控
訴
人
・
上
告
人
）
は
X
（
原
告
・
被
控
訴
人
・
被
上
告
人
）
が

所
有
す
る
建
物
を
前
所
有
者
か
ら
賃
借
し
て
い
た
が
、
前
所
有
者
と
の
間
で
右

賃
貸
借
契
約
を
合
意
解
約
し
現
在
は
別
の
住
所
に
引
越
を
し
た
も
の
の
．
右
引

越
に
際
し
右
建
物
内
の
一
部
の
部
屋
に
空
箱
類
を
残
置
し
X
が
そ
の
撤
去
を
求

め
る
も
こ
れ
に
応
ぜ
ず
右
建
物
の
明
渡
し
を
拒
ん
で
い
る
。
そ
こ
で
X
は
Y
に

対
し
右
建
物
の
一
部
の
室
の
明
渡
し
を
求
め
て
提
訴
し
た
。

Y
は
合
意
解
約
の
事
実
を
否
認
す
る
も
、
第
一
審
は
一
部
の
室
を
除
き
X
の
主

張
を
容
れ
「
Y
は
X
に
対
し
本
件
建
物
の
一
部
の
室
を
除
く
そ
の
余
の
室
を
そ

の
内
部
に
残
置
し
て
あ
る
空
箱
類
を
撤
去
し
た
上
明
渡
せ
、
X
の
そ
の
余
の
請

求
は
之
を
棄
却
す
る
、
訴
訟
費
用
は
之
を
五
分
し
そ
の
一
を
X
の
そ
の
余
を
Y

の
負
担
と
す
る
」
と
の
判
決
を
言
渡
し
た
。

Y
よ
り
控
訴
。

控
訴
審
も
、
「
本
件
控
訴
を
棄
却
す
る
、
控
訴
費
用
は
Y
の
負
担
と
す
る
」
と
の

判
決
を
言
渡
し
た
。

Y
よ
り
上
告
。
上
告
理
由
は
、
そ
の
第
一
点
な
い
し
第
六
点
に
お
い
て
本
案
の

判
断
を
争
う
と
と
も
に
、
そ
の
第
七
点
に
お
い
て
「
（
原
判
決
が
）
訴
訟
費
用

を
全
額
Y
の
負
担
と
し
た
点
は
理
由
が
朗
語
し
て
居
る
。
仮
り
に
原
判
決
が
相

当
で
あ
っ
て
も
訴
訟
費
用
に
つ
い
て
は
…
…
偽
証
に
よ
り
て
事
件
を
紛
糾
せ
し

め
第
一
審
判
決
は
こ
の
偽
証
で
X
の
勝
訴
と
な
り
原
審
に
ま
で
紛
争
を
及
ぼ
し

た
責
任
は
X
に
あ
る
と
云
ふ
べ
き
で
従
っ
て
訴
訟
費
用
は
X
の
負
ふ
ぺ
き
も
の

と
思
考
す
る
。
」
と
主
張
し
た
。

最
高
裁
は
次
の
理
由
で
Y
の
上
告
を
棄
却
し
た
。

「
上
告
理
由
第
七
点
に
つ
い
て
。

訴
訟
費
用
の
裁
判
に
対
し
て
は
独
立
し
て
上
訴
を
な
す
こ
と
を
得
な
い
。
（
民

訴
三
六
一
条
、
三
九
六
条
、
四
一
四
条
参
照
）
こ
れ
は
、
訴
訟
費
用
の
裁
判
が

本
案
の
裁
判
に
附
随
し
て
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
こ
の
裁
判
と

離
れ
て
費
用
の
裁
判
の
み
の
当
否
を
上
訴
審
で
判
断
さ
せ
る
こ
と
を
回
避
し
た

も
の
に
外
な
ら
な
い
。
そ
れ
故
た
と
え
本
案
の
裁
判
と
共
に
費
用
の
裁
判
に
対

し
上
訴
が
申
立
て
ら
れ
た
場
合
に
お
い
て
も
、
上
訴
が
不
適
法
で
あ
る
と
さ
れ
、

若
し
く
は
本
案
に
対
す
る
上
訴
が
理
由
な
き
も
の
と
さ
れ
、
従
つ
て
本
案
の
裁

判
が
変
更
さ
れ
な
い
よ
う
な
と
き
は
、
費
用
の
裁
判
も
亦
変
更
す
べ
き
で
は
な

く
こ
の
点
に
関
す
る
不
服
の
申
立
は
許
さ
れ
な
い
も
の
と
解
す
る
の
を
相
当
と

す
る
。
し
か
も
か
く
解
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
故
意
に
本
案
に
つ
き
理
由
な
き

上
訴
を
敢
て
し
以
て
費
用
の
裁
判
の
み
に
対
す
る
上
訴
の
目
的
を
遂
げ
よ
う
と

す
る
脱
法
行
為
を
阻
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
（
大
審
院
判
例
集
九

巻
三
七
一
頁
、
同
一
一
巻
二
五
二
頁
参
照
）

本
件
本
案
に
対
す
る
上
告
が
採
用
に
値
し
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
後
述
す
る

と
お
り
で
あ
る
か
ら
．
本
論
旨
の
上
告
適
法
の
理
由
に
当
ら
な
い
こ
と
は
明
白

で
あ
る
。

論
旨
第
一
点
乃
至
第
六
点
は
原
審
の
裁
量
に
属
す
る
証
拠
の
取
捨
判
断
を
攻
撃

し
延
い
て
そ
の
事
実
認
定
を
非
難
す
る
に
帰
着
し
、
す
べ
て
『
最
高
裁
判
所
に

お
け
る
民
事
上
告
事
件
の
審
判
の
特
例
に
関
す
る
法
律
』
（
昭
和
二
五
年
五
月

四
日
法
律
二
一
天
号
）
一
号
乃
至
三
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
せ
ず
、
又
同
法
に

い
わ
ゆ
る
『
法
令
の
解
釈
に
関
す
る
重
要
な
主
張
を
含
む
』
も
の
と
も
認
め
ら

れ
な
い
。
」

判
旨
に
反
対

一
　
訴
訟
費
用
の
裁
判
に
対
し
て
は
独
立
し
て
上
訴
を
な
す
こ
と
を
得
な

い
（
民
訴
法
三
六
一
条
、
三
九
六
条
〉
。
す
な
わ
ち
、
終
局
判
決
中
で
な
さ
れ

た
訴
訟
費
用
の
裁
判
に
不
服
が
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
点
の
み
に

対
す
る
上
訴
は
な
し
得
ず
必
ず
そ
の
本
案
の
裁
判
に
対
す
る
上
訴
と
と
も

に
な
す
こ
と
を
要
す
る
．
こ
れ
は
、
も
と
も
と
訴
訟
費
用
の
裁
判
は
本
案
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の
請
求
の
当
否
に
つ
い
て
の
判
断
と
不
可
分
の
関
係
に
あ
り
（
民
訴
八
九
条
、

九
六
条
）
ま
た
訴
訟
費
用
は
本
案
の
審
理
に
関
し
て
生
ず
る
付
随
的
事
項

に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
も
し
訴
訟
費
用
の
裁
判
の
み
に
対
す
る
上

訴
を
認
め
る
と
、
上
訴
審
は
付
随
的
な
訴
訟
費
用
の
裁
判
の
当
否
を
判
断

す
る
だ
け
の
た
め
に
本
案
の
請
求
の
当
否
ま
で
も
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
と
な
り
、
本
末
顛
倒
と
な
り
ま
た
裁
判
所
に
過
重
な
負
担
を
負

わ
せ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
（
菊
井
”
村
松
・
全
訂
民
事
訴
訟
法
皿
四
五

頁
な
ど
通
説
。
な
お
こ
れ
に
対
し
て
、
民
訴
法
三
六
一
条
の
立
法
趣
旨
を
、
本
案
に

関
す
る
裁
判
を
変
更
せ
ず
し
て
訴
訟
費
用
に
関
す
る
裁
判
の
み
が
変
更
せ
ら
れ
る
こ

と
を
避
け
よ
う
と
す
る
も
の
と
解
す
る
見
解
－
山
田
正
三
・
後
記
二
②
判
決
の
判

例
批
評
・
民
事
訴
訟
法
判
例
研
究
－
一
四
〇
頁
、
中
野
峯
夫
・
同
前
・
法
律
学
研
究

二
七
巻
二
号
八
三
頁
ー
が
か
つ
て
主
張
さ
れ
た
が
、
現
在
こ
れ
を
説
く
も
の
は

見
当
た
ら
な
い
）
。
し
た
が
っ
て
、
本
案
の
裁
判
に
対
す
る
上
訴
が
不
適
法

で
あ
る
と
き
も
、
本
案
の
請
求
の
当
否
に
つ
い
て
の
審
判
の
必
要
が
な
く

な
り
結
局
本
案
の
裁
判
に
対
す
る
上
訴
が
な
い
の
と
同
様
に
な
る
か
ら
、

訴
訟
費
用
の
裁
判
に
対
す
る
上
訴
は
不
適
法
と
な
る
（
菊
井
”
村
松
・
前
掲

四
七
頁
な
ど
、
こ
の
点
は
現
在
争
い
が
な
い
）
。

　
問
題
は
、
本
案
の
裁
判
に
対
す
る
上
訴
が
適
法
で
あ
れ
ば
上
訴
に
理
由

が
あ
る
か
否
か
を
問
わ
ず
訴
訟
費
用
の
裁
判
に
対
す
る
上
訴
が
許
さ
れ
る

の
か
、
そ
れ
と
も
本
案
の
裁
判
に
対
す
る
上
訴
が
理
由
の
あ
る
場
合
に
限

り
許
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
の
か
、
の
点
に
存
す
る
。

二
　
判
例
は
、
大
審
院
以
来
一
貫
し
て
、
本
案
の
裁
判
に
対
す
る
上
訴
の

全
部
が
理
由
な
し
と
し
て
棄
却
さ
れ
る
と
き
は
訴
訟
費
用
の
裁
判
に
対
す

る
上
訴
は
民
訴
法
三
六
一
条
、
三
九
六
条
に
よ
り
不
適
法
と
な
り
許
さ
れ

な
い
、
と
す
る
判
示
を
繰
返
し
て
お
り
、
確
立
し
た
判
例
法
と
な
っ
て
い

る
。
本
判
決
の
位
置
付
け
を
明
ら
か
に
す
る
意
味
で
本
判
決
以
前
の
判
例

を
あ
げ
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
①
大
判
大
三
・
一
〇
二
二
民
録
二

〇
1
七
八
二
（
旧
民
訴
法
八
二
条
に
関
す
る
が
、
控
訴
審
に
お
い
て
被
上

告
人
が
口
頭
弁
論
の
期
日
を
解
怠
し
て
欠
席
判
決
を
受
け
こ
の
部
分
の
費

用
は
被
上
告
人
が
負
う
べ
ぎ
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
控
訴
費
用
を
上
告

人
の
負
担
と
し
た
判
決
は
旧
民
訴
法
七
五
条
に
違
背
す
る
と
の
上
告
理
由

に
対
し
、
特
に
理
由
を
示
す
こ
と
な
く
「
本
案
ノ
裁
判
二
対
ス
ル
上
告
ノ

理
由
相
立
タ
サ
ル
ト
キ
ハ
訴
訟
費
用
不
服
ノ
申
立
ハ
民
事
訴
訟
法
第
八
十

二
条
第
一
項
二
従
ヒ
採
用
ス
可
カ
ラ
サ
ル
モ
ノ
ト
ス
』
と
判
示
）
、
②
同

昭
五
・
三
二
五
民
集
九
ー
三
七
一
（
控
訴
審
が
上
告
人
に
敗
訴
判
決
を

言
渡
し
訴
訟
費
用
の
負
担
を
命
ず
る
に
あ
た
り
被
上
告
人
が
第
一
審
に
お

い
て
口
頭
弁
論
期
日
を
解
怠
し
欠
席
判
決
を
受
け
た
た
め
に
生
じ
た
費
用

を
除
外
す
る
こ
と
な
く
そ
の
全
部
の
負
担
を
命
じ
た
点
が
「
民
訴
第
九
〇

条
及
第
九
一
条
ノ
律
意
二
反
シ
」
違
法
で
あ
る
と
の
上
告
理
由
に
対
し

「
控
訴
審
ノ
為
シ
タ
ル
訴
訟
費
用
ノ
裁
判
二
対
シ
テ
ハ
本
案
ノ
裁
判
二
対

ス
ル
上
告
ノ
全
部
又
ハ
一
部
力
理
由
ア
ル
ト
キ
ニ
限
リ
不
服
ノ
申
立
ヲ
為

シ
得
ヘ
キ
モ
ノ
ト
解
ス
ル
ヲ
正
当
ト
ス
」
と
判
示
し
、
そ
の
理
由
と
し
て
、

民
訴
法
三
六
一
条
の
規
定
上
は
本
案
の
裁
判
に
対
す
る
上
訴
の
理
由
の
有

無
は
問
わ
な
い
よ
う
に
も
み
え
る
が
、
も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
当
事
者
は
本

案
の
裁
判
に
対
し
上
訴
を
為
す
必
要
が
な
い
場
合
に
も
上
訴
を
な
す
こ
と

に
よ
り
訴
訟
費
用
に
対
す
る
上
訴
を
適
法
な
ら
し
め
る
こ
と
が
で
き
、
し
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か
も
本
案
の
裁
判
に
対
す
る
上
訴
の
真
意
は
知
り
え
な
い
の
で
結
局
同
条

の
趣
旨
を
没
却
せ
し
め
る
こ
と
に
な
る
点
を
挙
げ
る
）
、
③
同
昭
七
・
二
・

一
九
民
集
一
一
ー
二
五
二
（
訴
訟
費
用
を
上
告
人
の
負
担
と
し
た
控
訴
審

判
決
に
対
し
そ
の
一
部
は
民
訴
法
九
〇
条
に
よ
り
被
上
告
人
の
負
担
と
す

べ
き
で
あ
っ
た
と
し
て
上
告
し
た
が
、
特
に
理
由
を
示
さ
ず
「
（
他
の
上

告
理
由
に
つ
き
）
理
由
ナ
キ
コ
ト
上
叙
ノ
如
ク
ナ
ル
ニ
於
テ
訴
訟
費
用
ノ

裁
判
二
対
シ
テ
ハ
独
立
シ
テ
上
告
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得
サ
ル
」
と
判
示
）
、

④
同
昭
一
〇
・
一
二
・
一
七
民
集
一
四
－
二
〇
五
三
（
本
件
訴
訟
費
用
は

第
一
．
二
審
を
通
じ
上
告
人
の
負
担
と
す
る
控
訴
審
判
決
に
つ
き
民
訴
法

九
〇
条
に
よ
り
そ
の
一
部
は
被
上
告
人
が
負
担
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
上

告
し
た
の
に
対
し
、
前
記
②
判
決
を
引
用
し
て
同
旨
を
説
く
）
、
⑤
同
昭

一
五
・
六
・
二
八
民
集
一
九
ー
一
〇
七
一
（
控
訴
審
が
訴
訟
費
用
に
関
す

る
第
一
審
判
決
に
対
す
る
上
告
人
の
控
訴
に
つ
き
「
本
案
ノ
裁
判
二
対
ス

ル
控
訴
力
理
由
ナ
キ
ト
キ
ハ
第
一
審
二
於
ケ
ル
訴
訟
費
用
ノ
裁
判
ノ
当
否

ヲ
判
断
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
」
と
判
断
し
民
訴
法
九
〇
条
を
無
視
し
て
訴
訟

費
用
を
上
告
人
に
負
担
さ
せ
た
こ
と
は
違
法
で
あ
る
と
の
上
告
理
由
に
対

し
、
前
記
②
判
決
を
引
用
の
上
「
其
ノ
理
由
ハ
控
訴
ノ
場
合
二
於
テ
モ
何

等
異
ル
コ
ト
ナ
キ
モ
ノ
」
と
判
示
し
て
原
判
決
を
正
当
と
し
た
）
、
⑥
同

昭
一
八
・
四
・
九
民
集
二
二
－
二
五
五
（
控
訴
審
が
被
上
告
人
の
一
〇
〇

〇
円
の
請
求
に
対
し
三
一
〇
円
を
認
容
し
た
に
ど
ま
る
の
に
訴
訟
費
用
の

負
担
に
つ
ぎ
二
分
の
一
を
上
告
人
に
命
じ
た
の
は
民
訴
法
九
二
条
違
反
で

あ
る
と
す
る
上
告
理
由
に
対
し
、
②
判
決
を
引
用
の
上
同
旨
を
説
く
）
。

　
以
上
の
よ
う
に
大
審
院
の
判
決
が
繰
返
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
、
本
判
決

は
最
高
裁
と
し
て
初
め
て
こ
の
点
を
判
示
し
、
前
記
②
及
び
③
判
決
を
引

用
し
て
上
訴
一
般
に
つ
き
大
審
院
の
判
例
を
踏
襲
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に

し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
本
判
決
以
降
、
最
高
裁
は
特
段
の
理
由
を
挙
げ

る
こ
と
な
く
本
判
決
を
引
用
の
上
同
旨
の
判
示
を
繰
返
し
て
お
り
（
最
判

昭
二
九
・
七
・
二
七
民
集
八
－
七
－
一
四
四
三
、
同
昭
三
〇
・
七
・
五
民
集
九
－
九

－
一
〇
一
二
、
同
昭
三
六
ニ
ニ
・
二
五
民
集
一
五
－
三
－
五
四
二
、
同
昭
三
六
・
三
・

三
〇
民
集
一
五
ー
三
－
六
二
九
、
同
昭
五
三
・
一
二
・
一
民
集
三
二
－
九
－
一
七
四

九
）
、
本
判
決
は
最
高
裁
の
そ
の
後
の
判
決
に
対
す
る
リ
ー
デ
ィ
ソ
グ
ケ

ー
ス
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。

三
　
こ
れ
に
対
し
、
学
説
上
も
当
初
は
判
例
に
同
調
す
る
見
解
が
有
力
で

あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
加
藤
正
治
・
二
②
判
決
に
対
す
る
判
例
評

釈
・
判
例
民
事
法
昭
和
五
年
〔
三
五
〕
は
、
民
訴
法
九
六
条
の
反
対
解
釈

に
よ
り
「
本
案
の
裁
判
を
変
更
せ
ざ
る
場
合
に
は
唯
上
訴
を
棄
却
し
上
訴

審
の
費
用
に
付
て
の
み
裁
判
す
る
こ
と
に
な
る
」
と
し
て
同
判
決
に
賛
成

す
る
。
ま
た
山
田
・
前
掲
及
び
中
野
峯
夫
・
前
掲
は
、
民
訴
法
三
六
一
条

の
立
法
趣
旨
は
本
案
の
裁
判
を
変
更
せ
ず
し
て
訴
訟
費
用
に
関
す
る
裁
判

の
み
が
変
更
せ
ら
る
る
こ
と
を
避
け
よ
う
と
す
る
点
に
あ
る
と
し
て
二
②

判
決
に
賛
成
す
る
．
さ
ら
に
中
島
弘
道
『
日
本
民
事
訴
訟
法
』
（
昭
九
）
九

九
四
頁
及
び
細
野
長
良
『
民
事
訴
訟
法
要
義
』
第
五
巻
（
昭
＝
一
）
一
六
二

頁
は
、
い
ず
れ
も
二
②
判
決
を
引
用
し
て
同
判
決
と
同
旨
を
述
べ
る
。

　
し
か
し
そ
の
後
、
兼
子
・
前
記
二
③
判
決
に
対
す
る
評
釈
・
判
例
民
訴

法
〔
一
五
四
〕
が
判
旨
に
反
対
の
立
場
を
表
明
し
た
以
降
は
、
判
例
の
立

場
に
反
対
す
る
見
解
が
有
力
と
な
り
現
在
は
こ
の
見
解
が
通
説
で
あ
る
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（
二
⑤
判
決
に
関
す
る
評
釈
で
あ
る
兼
子
・
判
例
民
訴
法
〔
一
五
五
〕
及
び
吉
川
・

民
商
一
二
巻
一
〇
九
四
頁
、
本
判
決
に
関
す
る
評
釈
で
あ
る
野
間
・
民
商
三
〇
巻
六

〇
八
頁
の
ほ
か
．
菊
井
『
上
訴
制
度
」
民
訴
法
講
座
第
三
巻
八
五
一
頁
、
三
ケ
月

（
双
書
）
五
二
四
頁
、
新
堂
六
一
二
頁
，
小
山
五
四
四
頁
、
斎
藤
四
一
一
頁
、
菊
井
網

村
松
・
前
掲
皿
四
八
頁
、
注
解
民
訴
㈲
五
四
頁
〔
小
室
〕
）
。
そ
の
理
由
と
し
て
説

く
と
こ
ろ
を
ま
と
め
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
⑦
民
訴
法
三
六
一
条
は

付
随
的
な
訴
訟
費
用
の
負
担
の
み
に
関
し
て
却
っ
て
本
案
の
当
否
や
こ
れ

に
関
す
る
訴
訟
追
行
を
問
題
と
す
る
こ
と
が
本
末
顛
倒
で
あ
る
と
し
て
禁

じ
た
も
の
に
止
ま
り
、
い
や
し
く
も
本
案
に
関
し
上
訴
が
あ
り
実
質
的
に

本
案
の
審
理
を
遂
げ
る
以
上
訴
訟
費
用
の
点
は
こ
れ
に
付
随
し
て
自
ら
そ

の
当
否
が
判
明
す
る
場
合
が
多
い
の
で
あ
る
か
ら
、
本
案
の
上
訴
の
結
果

如
何
を
問
わ
ず
そ
の
不
服
を
取
上
げ
る
の
が
当
然
で
あ
る
。
④
判
例
の
立

場
で
は
後
日
に
お
け
る
本
案
の
審
理
の
結
果
い
か
ん
に
よ
っ
て
訴
訟
費
用

の
裁
判
に
対
す
る
上
訴
が
適
法
と
な
っ
た
り
不
適
法
と
な
っ
た
り
す
る
が

こ
の
点
は
理
由
が
な
い
．
㊥
民
訴
法
九
六
条
は
、
上
級
審
が
本
案
の
裁
判

を
変
更
す
る
と
き
は
訴
訟
費
用
の
裁
判
は
そ
の
基
礎
を
失
っ
た
も
の
と
し

て
敢
て
不
服
が
な
く
て
も
当
然
に
失
効
す
る
旨
を
規
定
し
た
に
と
ど
ま
り
、

本
案
の
裁
判
を
変
更
し
な
い
以
上
不
服
が
あ
っ
て
も
訴
訟
費
用
の
裁
判
に

は
触
れ
れ
な
ら
い
と
い
う
こ
と
ま
で
を
意
味
す
る
も
の
で
な
い
。
㊤
本
案

の
裁
判
に
対
す
る
上
訴
が
理
由
の
あ
る
場
合
は
、
訴
訟
費
用
に
対
す
る
上

訴
を
ま
つ
ま
で
も
な
く
民
訴
法
九
六
条
に
よ
り
職
権
で
訴
訟
の
総
費
用
の

裁
判
が
な
さ
れ
る
か
ら
、
民
訴
法
三
六
一
条
は
無
用
な
規
定
と
な
る
。
②

判
例
の
立
場
は
そ
の
理
由
と
し
て
、
も
し
本
案
の
裁
判
に
対
す
る
上
訴
の

理
由
の
有
無
を
問
わ
な
い
と
す
れ
ぽ
本
案
の
裁
判
に
対
し
上
訴
を
な
す
必

要
の
な
い
場
合
で
も
な
お
不
服
を
唱
え
民
訴
法
三
六
一
条
の
適
用
を
回
避

す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
い
う
が
．
か
か
る
回
避
的
目
的
の
た
め
の
不
必
要

な
上
訴
は
そ
の
理
由
で
不
適
法
と
し
て
却
下
す
れ
ぽ
よ
く
、
ま
た
当
該
上

訴
が
回
避
的
目
的
に
出
た
か
否
か
が
不
明
で
あ
れ
ば
か
か
る
目
的
を
も
た

な
い
真
面
目
な
上
訴
と
し
て
訴
訟
費
用
に
対
す
る
審
判
を
も
為
す
の
が
穏

当
で
あ
り
、
判
例
の
立
場
は
角
を
矯
め
て
牛
を
殺
す
解
釈
で
あ
る
．
⑳
殊

に
控
訴
審
で
は
新
た
な
攻
撃
防
禦
方
法
の
提
出
も
許
さ
れ
そ
の
口
頭
弁
論

終
結
時
の
状
態
を
標
準
と
し
て
原
判
決
の
当
否
を
判
断
す
る
の
で
あ
る
か

ら
、
原
判
決
が
そ
の
当
時
の
資
料
に
基
い
て
は
不
当
で
あ
る
が
新
た
に
提

出
さ
れ
た
資
料
に
基
き
結
局
正
当
と
し
て
本
案
の
控
訴
を
棄
却
す
る
場
合

（
民
訴
法
三
八
四
条
二
項
）
に
は
、
本
案
の
裁
判
は
変
更
さ
れ
な
く
て
も
原
審

の
訴
訟
費
用
に
関
す
る
裁
判
を
申
立
て
に
よ
り
変
更
す
べ
き
で
あ
る
。

　
な
お
、
折
衷
的
見
解
と
し
て
、
基
本
的
に
は
右
通
説
に
同
調
し
つ
つ
、

控
訴
審
の
場
合
と
上
告
審
の
場
合
と
を
区
別
し
、
後
者
に
お
い
て
は
判
例

の
立
場
を
是
認
す
る
見
解
が
あ
る
（
鈴
木
忠
一
「
訴
訟
費
用
の
裁
判
」
民
訴
法

講
座
第
三
巻
九
三
五
頁
、
こ
れ
に
賛
成
す
る
も
の
と
し
て
福
永
・
前
記
二
⑤
判
決
の

解
説
・
民
訴
法
判
例
百
選
一
七
一
頁
）
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
上
告
審
に
お
い

て
は
事
件
の
全
体
に
つ
き
実
体
の
審
理
を
な
さ
ず
原
則
と
し
て
主
張
さ
れ

た
法
律
点
の
審
理
に
限
ら
れ
る
こ
と
、
本
来
訴
訟
費
用
の
裁
判
が
多
分
に

裁
量
的
で
あ
る
こ
と
．
を
挙
げ
る
。

四
　
本
判
決
は
、
上
訴
一
般
に
つ
き
「
た
と
え
本
案
の
裁
判
と
共
に
費
用

の
裁
判
に
対
し
上
訴
が
申
立
て
ら
れ
た
場
合
に
お
い
て
も
、
上
訴
が
不
適
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法
で
あ
る
と
さ
れ
、
若
し
く
は
本
案
に
対
す
る
上
訴
が
理
由
な
き
も
の
と

さ
れ
、
従
っ
て
本
案
の
裁
判
が
変
更
さ
れ
な
い
よ
う
な
と
き
は
、
費
用
の

裁
判
も
亦
変
更
す
べ
き
で
な
く
こ
の
点
に
関
す
る
不
服
の
申
立
は
許
さ
れ

な
い
」
と
判
示
し
、
本
案
に
対
す
る
上
訴
が
不
適
法
で
あ
る
場
合
と
そ
れ

が
理
由
の
な
い
場
合
と
を
同
様
に
扱
っ
て
い
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。
そ

し
て
そ
の
理
由
と
し
て
、
①
民
訴
法
三
六
一
条
、
三
九
六
条
．
四
一
四
条

は
「
訴
訟
費
用
の
裁
判
が
本
案
の
裁
判
に
附
随
し
て
な
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
こ
と
に
鑑
み
、
こ
の
裁
判
と
離
れ
て
費
用
の
裁
判
の
み
の
当
否
を
上
訴

審
で
判
断
さ
せ
る
こ
と
を
回
避
し
た
も
の
」
で
あ
る
こ
と
、
②
「
か
く
解

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
故
意
に
本
案
に
つ
き
理
由
な
き
上
訴
を
敢
て
し
以

て
費
用
の
裁
判
の
み
に
対
す
る
上
訴
の
目
的
を
遂
げ
よ
う
と
す
る
脱
法
行

為
を
阻
止
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
」
こ
と
の
二
点
を
挙
げ
る
。

　
そ
こ
で
ま
ず
①
よ
り
検
討
す
る
に
、
民
訴
法
三
六
一
条
の
立
法
趣
旨
そ

れ
自
体
の
理
解
と
し
て
は
通
説
と
異
な
ら
な
い
が
、
そ
の
点
か
ら
た
だ
ち

に
本
案
の
裁
判
に
対
す
る
上
訴
が
不
適
法
で
あ
る
場
合
と
そ
れ
が
理
由
な

し
と
さ
れ
る
場
合
と
を
区
別
す
る
こ
と
な
く
同
様
に
扱
い
、
い
ず
れ
の
場

合
も
訴
訟
費
用
の
裁
判
に
対
す
る
不
服
申
立
は
許
さ
れ
な
い
と
す
る
点
が

通
説
と
異
な
り
、
本
判
決
の
問
題
点
も
こ
の
点
に
存
す
る
。
通
説
が
本
案

に
対
す
る
上
訴
が
不
適
法
で
あ
る
場
合
と
そ
れ
が
理
由
な
し
と
さ
れ
る
場

合
と
を
明
確
に
区
別
し
て
論
じ
て
い
る
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
．
す

な
わ
ち
、
前
者
に
お
い
て
は
本
案
の
請
求
の
当
否
に
つ
い
て
の
審
判
を
す

る
必
要
が
な
い
の
に
対
し
、
後
者
に
お
い
て
は
上
訴
審
で
実
質
的
に
本
案

の
審
理
を
行
な
う
点
で
両
者
は
異
な
る
。
し
た
が
っ
て
後
者
に
お
い
て
は

本
判
決
の
い
う
「
（
本
案
の
）
裁
判
と
離
れ
て
費
用
の
裁
判
の
み
の
当
否

を
上
訴
審
で
判
断
さ
せ
る
」
場
合
に
は
該
当
し
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、

こ
の
点
の
判
旨
は
や
や
不
明
確
で
あ
る
と
の
批
判
を
ま
ぬ
が
れ
な
い
。

　
ま
た
②
に
つ
い
て
も
通
説
の
㊥
の
批
判
が
妥
当
す
る
．
加
え
て
、
民
訴

法
三
六
一
条
の
文
理
上
は
、
本
案
の
裁
判
に
対
す
る
上
訴
と
と
も
に
な
す

を
も
っ
て
足
り
、
さ
ら
に
そ
の
理
由
の
あ
る
こ
と
ま
で
は
問
う
て
い
な
い

と
い
う
べ
き
で
あ
る
か
ら
（
こ
の
点
は
二
②
判
決
も
「
民
事
訴
訟
法
第
三

六
一
条
ハ
訴
訟
費
用
ノ
裁
判
二
対
シ
テ
ハ
独
立
シ
テ
控
訴
ヲ
為
ス
ヲ
得
ス

ト
規
定
シ
恰
モ
訴
訟
費
用
ノ
裁
判
二
対
ス
ル
不
服
ノ
申
立
ハ
単
二
本
案
ノ

裁
判
二
対
ス
ル
不
服
ノ
申
立
ト
共
二
為
サ
ル
ル
コ
ト
ヲ
以
テ
上
訴
ノ
適
法

要
件
ト
為
シ
タ
ル
ニ
止
マ
リ
本
案
ノ
裁
判
二
対
ス
ル
上
訴
力
果
シ
テ
其
ノ

理
由
ア
リ
ヤ
否
ハ
毫
モ
影
響
ナ
キ
カ
如
キ
観
ナ
キ
ニ
ア
ラ
ス
』
と
い
う
。

ち
な
み
に
旧
民
訴
法
八
二
条
は
「
費
用
ノ
点
二
限
リ
タ
ル
裁
判
二
対
シ
テ

ハ
不
服
ヲ
申
立
ツ
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
然
レ
ト
モ
本
案
二
対
シ
許
ス
ヘ
キ
上
訴

ヲ
提
出
シ
且
追
行
ス
ル
ト
キ
ニ
限
リ
費
用
ノ
点
二
付
キ
不
服
ヲ
申
立
ツ
ル

コ
ト
ヲ
得
…
…
」
と
規
定
し
て
い
た
）
た
だ
同
条
の
潜
脱
を
防
止
す
る
と

い
う
理
由
の
み
で
（
個
別
的
事
案
に
お
い
て
潜
脱
の
意
図
が
明
ら
か
な
場

合
に
当
該
上
訴
を
不
適
法
と
判
断
す
る
こ
と
は
格
別
）
一
般
的
に
同
条
の

要
件
を
同
条
の
解
釈
の
名
の
下
に
加
重
す
る
こ
と
に
は
慎
重
で
あ
る
べ
き

と
考
え
る
。

　
本
判
決
は
、
大
審
院
判
決
に
向
け
ら
れ
た
従
来
の
学
説
か
ら
の
批
判
に

対
L
必
ず
し
も
充
分
な
考
慮
が
な
さ
れ
な
い
ま
ま
こ
れ
を
踏
襲
し
た
も
の

で
あ
り
、
そ
の
理
由
付
け
は
充
分
な
説
得
力
を
も
つ
も
の
と
は
言
い
難
い
．
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五
　
以
上
み
て
き
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
．
本
判
決
の
と
る
立
場
は
従
来
の

ほ
ぽ
一
致
し
た
学
説
に
よ
り
全
面
的
に
批
判
が
な
さ
れ
、
少
な
く
と
も
本

論
点
に
関
す
る
法
解
釈
上
の
当
否
に
つ
い
て
は
す
で
に
一
応
の
決
着
が
つ

け
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
判
例
は
本
判
決
を
リ

ー
デ
ィ
ソ
グ
ケ
ー
ス
と
し
て
今
日
ま
で
そ
の
立
場
を
変
え
よ
う
と
し
な
い

が
、
そ
の
理
由
が
奈
辺
に
あ
る
の
か
は
そ
れ
自
体
検
討
に
値
す
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。

　
実
務
上
は
本
案
の
裁
判
に
対
す
る
上
訴
と
と
も
に
訴
訟
費
用
の
裁
判
に

対
し
て
不
服
申
立
を
す
る
ケ
ー
ス
は
通
常
は
な
い
。
と
い
う
の
は
、
本
案

の
裁
判
の
敗
訴
に
伴
い
訴
訟
費
用
に
つ
い
て
も
負
担
を
命
ぜ
ら
れ
た
（
民

訴
法
八
九
条
）
当
事
者
は
、
民
訴
法
九
六
条
に
よ
り
、
本
案
の
裁
判
に
対
し

て
上
訴
を
申
立
て
れ
ぽ
別
に
訴
訟
費
用
の
点
に
つ
い
て
不
服
を
申
立
て
る

必
要
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
案
の
裁
判
に
対
す
る
上
訴
と
は
別

に
．
と
く
に
訴
訟
費
用
の
裁
判
に
対
し
て
も
不
服
申
立
を
な
す
実
益
が
あ

る
場
合
と
し
て
は
、
④
本
案
に
つ
き
勝
訴
し
た
当
事
者
が
民
訴
法
九
〇
条

九
一
条
に
よ
っ
て
訴
訟
費
用
の
負
担
を
命
ゼ
ら
れ
た
場
合
、
⑤
訴
訟
費
用

の
負
担
を
命
ぜ
ら
れ
た
敗
訴
当
事
者
が
民
訴
法
九
〇
条
九
一
条
の
適
用
を

求
め
る
場
合
．
◎
本
案
に
つ
き
一
部
敗
訴
し
た
当
事
老
が
民
訴
法
九
二
条

に
よ
る
訴
訟
費
用
の
負
担
の
割
合
を
争
う
場
合
、
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の

う
ち
④
の
場
合
は
．
本
案
の
裁
判
に
対
す
る
上
訴
は
上
訴
の
利
益
を
欠
き

不
適
法
で
あ
る
か
ら
、
民
訴
法
三
六
一
条
三
九
六
条
に
よ
り
結
局
訴
訟
費

用
の
裁
判
に
対
す
る
上
訴
の
申
立
は
で
き
な
い
（
菊
井
“
村
松
・
前
掲
皿
四

七
頁
．
な
お
、
異
説
と
し
て
小
山
六
四
〇
頁
）
。
こ
れ
に
対
し
⑤
◎
の
場
合
は
、

本
案
の
裁
判
に
対
し
て
不
服
が
あ
り
上
訴
を
す
る
際
に
そ
れ
と
と
も
に
訴

訟
費
用
の
裁
判
に
対
し
て
も
上
訴
を
申
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場

合
に
は
仮
に
本
案
の
裁
判
に
対
す
る
上
訴
が
理
由
な
し
と
判
断
さ
れ
た
場

合
で
あ
っ
て
も
、
な
お
訴
訟
費
用
の
裁
判
に
つ
い
て
の
上
訴
の
当
否
を
判

断
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
の
が
上
訴
当
事
者
の
意
思
で
あ
ろ
う
。
結
局

本
論
点
を
ど
う
解
す
る
か
は
、
か
か
る
⑤
◎
の
場
合
に
そ
の
実
益
が
存
す

る
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
で
、
民
訴
法
九
〇
条
及
び
九
一
条
の
適
用
に
つ

い
て
は
、
一
部
に
有
力
な
活
用
論
も
あ
る
（
九
一
条
の
適
用
に
つ
き
菊
井
”
村

松
・
前
掲
－
五
一
一
三
頁
）
も
の
の
、
そ
の
適
用
は
裁
判
所
の
裁
量
に
ょ
る
も

の
と
さ
れ
（
旧
民
訴
法
七
八
条
二
項
に
つ
き
大
判
明
三
五
．
一
二
一
五
民
録
八
－

四
九
、
同
大
七
・
五
二
…
民
録
一
西
ー
一
〇
〇
五
）
実
務
上
は
あ
ま
り
適
用
さ

れ
る
こ
と
が
な
い
と
い
わ
れ
る
（
そ
の
理
由
を
含
め
菊
井
”
村
松
・
前
掲
－
五

一
八
頁
、
五
二
三
頁
）
。
か
か
る
実
情
の
も
と
で
は
、
前
記
⑤
の
ケ
ー
ス
で
原

審
の
訴
訟
費
用
の
裁
判
に
対
し
て
も
上
訴
が
な
さ
れ
た
場
合
に
、
上
訴
審

が
民
訴
法
九
〇
条
ま
た
は
九
一
条
を
適
用
す
ぺ
き
で
あ
っ
た
と
し
て
原
審

の
訴
訟
費
用
の
裁
判
を
変
更
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
考
え
に
く
い
（
せ
い

ぜ
い
通
説
が
そ
の
根
拠
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
る
前
記
二
②
の
よ
う
な
例
外

的
な
場
合
に
限
ら
れ
よ
う
）
。
た
と
え
通
説
の
立
場
を
前
提
と
し
て
も
、

ほ
と
ん
ど
の
場
合
は
本
案
の
裁
判
が
変
更
さ
れ
な
い
限
り
．
結
局
は
原
審

の
訴
訟
費
用
の
裁
判
を
適
法
と
認
め
維
持
す
る
こ
と
に
な
る
も
の
と
思
わ

れ
る
（
前
掲
大
判
明
三
五
・
一
・
二
五
、
同
大
七
・
五
二
…
）
。
ま
た
民
訴
法
九

二
条
に
つ
い
て
も
．
一
部
敗
訴
の
場
合
の
当
事
者
の
負
担
す
べ
き
訴
訟
費

用
は
「
裁
判
所
ノ
意
見
」
を
以
て
定
め
る
も
の
と
さ
れ
（
最
判
昭
四
一
．
四
．

138



判例研究

一
四
民
集
二
〇
1
四
－
六
轄
一
は
裁
判
所
の
自
由
裁
量
に
委
さ
れ
て
い
る
と
い
う
）

て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
同
様
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
上
訴
を
す
る
際

に
訴
訟
費
用
の
裁
判
に
対
し
て
ま
で
不
服
を
申
立
て
て
い
る
例
を
み
る
と
、

と
に
か
く
原
判
決
の
す
べ
て
を
論
難
せ
ん
と
す
る
あ
ま
り
い
わ
ば
本
案
の

裁
判
に
対
す
る
不
服
申
立
の
「
つ
い
で
に
』
な
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
場
合
も
少
な
か
ら
ず
見
受
け
ら
れ
る
（
本
件
の
上
告
理
由
に

も
そ
の
嫌
い
が
感
じ
ら
れ
る
）
こ
と
、
ま
た
訴
訟
費
用
の
裁
判
は
終
局
判

決
に
お
い
て
職
権
で
付
さ
れ
る
が
実
際
に
訴
訟
費
用
額
確
定
決
定
（
民
訴

法
一
〇
〇
条
）
を
経
て
訴
訟
費
用
償
還
請
求
権
が
行
使
さ
れ
る
例
は
少
な
い

こ
と
、
な
ど
を
も
勘
案
す
れ
ば
、
判
例
は
．
本
案
の
裁
判
を
変
更
す
る
場

合
は
格
別
、
し
か
ら
ざ
る
限
り
は
訴
訟
費
用
の
負
担
に
つ
き
何
度
も
審
判

す
る
こ
と
は
あ
ま
り
意
味
の
あ
る
こ
と
で
は
な
い
と
考
え
、
本
件
判
旨
の

結
論
を
今
日
ま
で
維
持
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
も
推
測
さ
れ
る
．
も

し
か
か
る
実
務
的
な
考
慮
が
背
景
に
あ
る
と
す
れ
ぽ
そ
れ
自
体
は
理
解
で

き
な
く
も
な
い
．
た
だ
解
釈
論
と
し
て
は
、
通
説
の
指
摘
す
る
問
題
点
が

判
例
の
立
場
に
存
す
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
（
斎
藤
『
裁
判
官
論
』
一
五

八
頁
は
本
判
決
に
は
「
法
理
論
以
外
の
実
践
的
意
図
」
す
な
わ
ち
「
濫
上
訴
を
防
止

す
る
意
図
』
が
く
み
と
ら
れ
る
と
い
い
．
小
山
・
民
商
三
三
巻
八
七
三
頁
は
「
裁
判

所
と
し
て
濫
上
訴
を
防
止
し
た
い
気
持
は
分
か
ら
な
い
わ
け
で
も
な
い
が
、
理
論
と

し
て
は
反
対
説
の
ほ
う
が
正
し
い
と
思
わ
れ
る
」
と
い
う
）
。

　
な
お
、
折
衷
的
見
解
に
つ
い
て
一
言
す
れ
ば
、
同
見
解
は
右
の
よ
う
な

観
点
を
も
考
慮
し
て
す
ぐ
れ
て
実
際
的
な
解
釈
を
意
図
す
る
も
の
と
い
え

る
が
、
他
方
、
民
訴
法
三
六
榊
条
を
本
来
の
適
用
の
場
面
（
控
訴
の
場
合
）

と
準
用
の
場
面
（
上
告
の
場
合
）
と
で
異
な
っ
て
解
釈
す
る
こ
と
に
な
る

と
い
う
難
点
が
あ
り
，
ま
た
民
訴
法
九
〇
条
九
一
条
の
適
用
や
同
九
二
条

の
負
担
割
合
の
決
定
が
裁
判
所
の
裁
量
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
は
い
え
、

そ
の
裁
量
権
の
逸
脱
が
あ
り
得
そ
の
限
度
で
は
上
告
審
の
審
査
に
も
服
す

る
こ
と
を
否
定
し
え
な
い
以
上
、
控
訴
審
の
場
合
と
上
告
審
の
場
合
と
を

区
別
す
る
必
要
は
な
い
と
考
え
る
。

六
　
な
お
、
本
判
決
の
解
説
と
し
て
川
添
利
起
・
最
高
裁
判
所
判
例
解
説

民
事
編
昭
和
二
九
年
度
〔
一
二
〕
が
あ
り
、
評
釈
と
し
て
野
間
・
前
掲

（
判
旨
に
は
賛
成
で
き
な
い
が
判
決
の
結
論
は
正
当
と
す
る
）
及
び
早
川
登
・
名

城
法
学
五
巻
一
号
六
七
頁
（
本
案
の
不
服
申
立
に
全
然
理
由
が
な
く
民
訴
法
三

六
一
条
を
潜
脱
す
る
意
思
が
明
瞭
に
う
か
が
わ
れ
る
と
き
は
本
判
旨
の
如
く
解
す
る

の
が
妥
当
で
あ
る
が
、
そ
う
で
な
し
に
民
訴
法
三
八
四
条
二
項
の
如
く
他
の
理
由
に

よ
り
結
局
原
判
決
が
正
当
で
あ
る
場
合
に
は
民
訴
法
九
〇
条
，
九
一
条
に
該
当
す
る

以
上
同
条
に
則
り
訴
訟
費
用
の
裁
判
を
す
る
の
が
公
平
と
す
る
V
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
三
・
六
・
二
稿
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
野
谷
知
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